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当研究室では、材料合成の反応場をナノメーターレベルで制御することでカーボン
材料をはじめとする種々の新しい無機材料とその複合体の開発を行っている。これ
までに、直径と長さが均一であるカーボンナノチューブ、ゼオライトのような規則正し
い細孔構造と世界最大の比表面積をもつ「ゼオライト鋳型炭素」といったユニークな
ナノカーボンの合成に世界に先駆けて成功しているほか、メソポーラスシリカなど無
機多孔体の細孔表面をグラフェンシート数層で完璧に被覆する技術を開発するなど、
ナノカーボンの分野で世界をリードした研究開発を進めている。また、これらの高度
に構造が制御された無機ナノマテリアルを、電気二重層キャパシタやリチウムイオ
ン電池、水素貯蔵剤などの分野へ応用し、高性能エネルギーデバイスとして応用展
開しているほか、高感度なバイオセンサーや薬剤・遺伝子を輸送するカーボンナノ
カプセルなどのナノバイオ分野への利用も目指して研究を進めている。 
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直径と長さの揃ったカーボンナノチューブ 
無機多孔体のカーボン被覆 

ゼオライト鋳型炭素 有機結晶からのカーボン調製 高性能キャパシタの開発 
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